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＜金標準、利下げの次は政府機関の閉鎖懸念で信用リスクの高まり・・＞ 

 

（出所：オアシス） 

注目された FOMCでは、5回連続で FFレート誘導目標（政策金利）を据え置く事を続けてき

たが、今回は雇用情勢の悪化を受け 0.25％の引き下げを実施し、4～4.25％へ引き下げてい

る。また経済予測では、年内更に 2 回の利下げを予測しているも、19 名のメンバーのうち

7名が年内利下げ 0回を示しており、またパウエル FRB議長は次回の会合について「データ

ー次第」を繰り返している。そのため市場は思惑通りの利下げ実施であった事から利益確

定に押される動きを見せるも、週末は米国議会の上院議会で 10月 1日に迫る政府機関の閉

鎖に備え、上院議会で共和、民主両党がそれぞれ提出したつなぎ予算案がいずれも阻止さ

れ、上院議会は来週 1週間の休会を予定しており、下院議会も 10月 1日以降まで休会を続

ける計画である事から、事態打開を難しくしており政府機関の閉鎖に追い込まれる可能性

が高まりを見せている。そのため FOMCを終えたが、更なる信用リスクが高まりを見せるド

ル安の要因だけに金価格を押し上げる動きが今しばらく続く可能性を秘めていると思える。 

＜テクニカル＞ 

金標準先物の日足の MACDでは、MACDが下げ渋り、シグナルは切り上げている。RCIは短期

が下げ渋り、長期は高値を維持している。特に日足が指数平滑移動平均線を超えて存在し、

指数平滑移動平均線も切り上げるなど高値追いの動きを示唆していると思える。 
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このレポートはお客様への情報提供を目的としています。情報に関しては正確を期するよう最善を尽くしておりま

すが、内容の正確性、信憑性に関し保証をするものではありません。利用にあたっては自己責任の下で行って下

さい。売買の判断はお客様御自身で行って下さい。 
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